
先進の道路サービスへ

阪神高速におけるアセットマネジメントの取り組み



■ 情報の蓄積・管理

・構造物の現況把握 → 構造物点検

・データベースシステム → 保全情報管理システム

■ 情報の活用

・橋梁マネジメントシステム → H-BMS

・維持管理マネジメントシステム → ロジックモデル

アセットマネジメントシステム＝資産管理システム

阪神高速の資産＝道路構造物(主に橋梁)

先進の道路サービスへ

阪神高速のアセットマネジメントの取組み

阪神高速道路株式会社では、道路構造物の今後の維持管理を最適に行う

ために、 アセットマネジメントシステムを構築し、構築し、運用しています。



先進の道路サービスへ

定期点検の概要

橋梁の定期点検

■ 長期点検計画に基づき、一定の期間ごとに構造物に接近して行う
■ 機能低下の原因となる損傷を早期に発見し、構造物の損傷度を把握するとともに、補
修計画作成のための資料を得ることを目的とする

■ 阪神高速道路の点検は、「道路構造物の点検要領」（平成17年10月） に基づき、5～8
年に1回の頻度で実施

橋梁点検車を使った橋梁点検

・点検の頻度

・点検の方法
近接目視を主に、必要に応じて簡易な点検機械・
器具を用いることを基本とする

・損傷の種類
鋼構造物 － 腐食、亀裂、ボルト欠損など
コンクリート構造物 － ひびわれ、はく離、欠落など

・点検結果の判定
損傷の状況に応じ、S1、S2、A、B、C、OK（6段階評価)に判定する

・結果の記録
点検結果が検索できるよう保全情報管理システムへ入力し、整理保存する
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点検
データ

資産
データ

補修
データ

建設工事から
データ発生

点検から
データ発生

補修工事から
データ発生

建設した資産を点検する

維持管理では、「構造物(資産)」、「点検」、「補修」に関
する記録を管理することが重要と考えており、関連する
様々なデータ、資料を一元的に管理する「保全情報管理
システム」を構築し、運用しています

先進の道路サービスへ

維持管理のデータベースの整備



LCC等による工学的評価が
困難な「清掃」、「保守点検」業務

定量的な指標、管理水準を設定
することで、個々の業務の業績
達成度を評価し、最適な規模（頻
度、体制）を提示

LCC(ライフサイクルコスト)等によ
る工学的評価が可能な構造物管
理

将来の劣化予測、LCCの分析等
の工学的評価により、最適な工
事規模（予算、優先）を提示

先進の道路サービスへ

アセットマネジメントシステムの両輪

H-BMS
ロジック
モデル



先進の道路サービスへ

H-BMS
( Hanshin expressway Bridge Management System )



H-BMS（Hanshin Expressway Bridge Management System）の概要

道路構造物の維持管理の最適化を支援する
橋梁マネジメントシステムの構築

構造物の高齢化

経済情勢等

公共性

維持管理コストの増大

投資財源の縮小

アカウンタビリティ
定量的な根拠に基づき
ＬＣＣを最小とするような
維持管理計画

 塗装

 舗装

 伸縮継手

 床版

 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物

 鋼構造物

検討対象工種

 LCCを最小とする管理水準の設定

 費用の長期的な推移予測

 維持管理費の必要額の算出

 維持補修計画立案の支援

橋梁マネジメントシステム

先進の道路サービスへ



点検・判定
モニタリング

LCC計算、管理水準分析
モデルシミュレーション

必要維持修繕費の計算
補修優先順位の提案

予算計画の構築
維持補修計画の立案

維持補修工事
の実施

維持補修計画の
事後評価

資産情報の
更新

維持補修方針の
評価・見直し

・管理目標
・予算制約条件
・損傷劣化モデル
・補修シナリオ(方法・費用)

H-BMS適用範囲

・過去の実績のトレンド
・最新の点検結果
・技術者の経験則
・損傷程度以外の要素
(規制、周辺環境etc)

保全情報管理
システムDB

先進の道路サービスへ

H-BMSの活用を想定した構造物管理手順



先進の道路サービスへ

保全情報管理システムに蓄積されている、資産・補修・点検デー
タを統計処理し、最尤推定法から、劣化予測モデルを構築

H-BMSで用いる劣化予測

確定モデル(短期予測)

確率モデル(中長期予測)
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予算制約額 Ａ億円/年

先進の道路サービスへ

H-BMS出力結果（費用・機能水準の推移)

予算制約額 Ａ+α 億円/年



舗装の機能状態○年後

先進の道路サービスへ

H-BMS出力結果（舗装の劣化予測)

舗装の機能状態 ○+α年後

凡例

表基層打替え(MCI≦6.7)

表層打替え(6.7<MCI≦7.1)

補修不要(7.1<MCI)



先進の道路サービスへ

阪神高速ロジックモデル
(Hanshin Expressway Logic Model )



予算・人員
(例：点検頻度、清掃頻度)

業務実施によって生み出される結果
(例：穴ぼこ発見件数、回収土砂量)

業務実施により生じる成果
(例：路面の不具合の低減、走行時の快適性の確保)

最終的に目指している成果
(例：安全・安心、快適、経営管理)

資源・活動
インプット

結 果
アウトプット

成 果
中間アウトカム

経営目標
最終アウトカム

管
理
水
準
の
見
直
し

ロジックモデルとは、最終的な成果を設定、インプット、アウトプッ
ト、アウトカムを指標化(数値化)し、それを実現するために何を行う
必要があるのかを体系的に示したもの

先進の道路サービスへ

ロジックモデルとは



先進の道路サービスへ

阪神高速ロジックモデル（抜粋）

経営目標 最終アウトカム
最終アウトカム

指標
中間アウトカム指標 アウトプット指標 アウトプット インプット

穴ぼこ・轍ぼれによる事故件数
穴ぼこ・轍ぼれによるひやり件数

穴ぼこ滞留量
穴ぼこ・轍ぼれ等

の発見
日常点検(路上)

中間アウトカム

路面ゴミ滞留量

路面土砂滞留量

路面のゴミ処理

路面の土砂処理

路面清掃(人力)

路面清掃(機械)

路上障害物による
被害の低減

跳ね石による
被害の低減

落下物による
被害の低減

落下物による事故件数
落下物によるひやり件数

跳ね石による事故件数
跳ね石によるひやり件数

排水の不具合による被害の低減
路面の滞水による事故件数
路面の滞水によるひやり件数

排水土砂滞留量 排水枡の土砂処理 排水設備清掃

日常点検(路下)

年間の
死傷事故率

路上・路下の
安全性確保

夜間視認性に起因する疲労・被害低減
夜間視認性不良による事故件
数・ひやり件数・疲労件数

路面照明点灯率 不点灯の発見・復旧 照明設備点検・補修

路面の不具合による
被害の低減

穴ぼこ・轍ぼれによる
被害の低減

路下の不具合による被害の低減
路下の落下物による事故件数
路下の落下物によるひやり件数

路下損傷滞留量 路下損傷の発見

営業管理設備平均維
持管理時間(MTTR等)

不具合の復旧時間 営業管理設備補修・体制

顧客の信頼・評
価

夜間走行に関
する顧客満足度

構造物の耐荷・耐久性低下による
重大な欠陥の低減

サービス水準達成率 構造物保全率 損傷の発見・補修

路面凹凸の改善 舗装補修快適

安全・安心

走行性の確保
走行性に関する
顧客満足度

健全な路面状態の確保 路面状態に対する顧客満足度 舗装保全率

定期点検・構造物補修
平時における
信頼性確保

総合構造物
保全率

災害時における信頼性確保
高速道路事業の信頼性確保

総合設備
保全率

基幹システム稼働率の向上 サービス水準達成率



データ
の蓄積

PLAN
・業務実施計画（執行、インプット）
・業務実施計画（予算、性能規定）

DO
・業務の
実施

CHECK
・実施計画の評価（アウトカムのレビュー）
・実施状況の評価（アウトプットのレビュー）

ACTION
・インプットの見直し
・維持管理方針（規定、
予算）の見直し

ロジックモデル
（指標の定義・関連性・
客観的管理水準）

緑：業務主体
青：管理主体

性能規定型

発注手法の適用を
目指す

指標・管理水準の提供

管理水準との
比較結果の提供

管理水準との照合

先進の道路サービスへ

ロジックモデルを活用した維持管理のPDCAサイクル


